
（案３）

令和２年度 入札監視委員会議事概要

沖縄防衛局

開 催 日 及 び 場 所 令和２年７月３１日（金） 於：沖縄防衛局

委 員 矢吹 哲哉 （委員長：琉球大学名誉教授)
堤 純一郎（琉球大学名誉教授)
原田 泰人 （公認会計士)
山城 勝 （元沖縄県経営者協会常務理事）

Ⅰ 沖縄防衛局が発注する建設工事等に関する審議

審 議 対 象 期 間 令和元年１０月１日 ～ 令和２年３月３１日

審 議 対 象 件 数 １７１件

１．入札状況について（入札参加資格の設定、指名及び落札者決定の経緯等について）

抽 出 件 数 １３件 （審議概要）

建 一 般 競 争 ４件 ･対象期間における契約状況、指
設 名停止状況、低入札価格調査につ
工 指 名 競 争 ０件 いて報告
事

随 意 契 約 ３件 ･審議対象案件における工事・業
務概要、競争参加資格の設定及び

建設コンサルタント業務等 ６件 落札者決定の経緯等について説明

意 見 ・ 質 問 回 答

○委員からの 【契約状況・指名停止状況・低 〇 特になし。
意見・質問 入札価格調査状況について】

【抽出事案について】
○それに対する
回答等 ● 工 事

一般競争入札方式
コートニー（元）保安施設（０
２０７）新設電気その他工事

〇 ４者も辞退となっているが 〇 参加者に聞き取ったところ、
何故か。 同時に他工事にも参加申請して

いたことにより、先に落札した
工事に技術者を配置するため、
辞退したいとのことであった。

一般競争入札方式
ハンセン（Ｒ元）運動施設（４
０３６）改修土木工事

○ 当該工事が、１者応札とな ○ 本工事が運動施設整備により
った理由は分析されているの 特殊であることや、この期間に
か。 複数の大手舗装業者が指名停止

となっていたことが影響したの
ではないかと考えられる。



随意契約
空自那覇（元）滑走路管路土木
追加工事

〇 随意契約で仮に折り合いが 〇 予定価格を下回るまで見積り
つかない場合はどのように対 合せを行う。
応するのか。

〇 予算決算及び会計令（以下 〇 空港の制限区域の新たな立入
「予決令」という。）第１０ 手続きや機材及び薬液注入用の
２条第の４第４号イに該当す プラント等を新たに設置する必
るとして随意契約を実施して 要があるなど、工期や経費の面
いるが、履行中の契約者以外 で不利である。
の者に履行させることが不利
な場合とは、具体的に何か。

●業 務
一般競争入札方式
沖縄防衛局（元）資材価格等調
査業務（その１）

○ 毎年同じ業者による１者応 〇 企業のＨＰ等の情報を基に、
札となっているが、競争性が 複数の業者に案内をしている
働くようにするためにどのよ が、入札に参加していただけな
うな対策をされているのか。 い状況である。

〇 この業務は、一般的に行わ 〇 そのような理由もあるのかと
れない業務であるため、敬遠 思われる。また、落札業者は全
されているのかも。 国に支部があり、ノウハウも豊

富であるが、その他の業者は、
なかなか参入は難しいのではな
いかと考えられる。

一般競争入札方式
陸自宮古島（元）宿舎測量調査

〇 この業務は落札率が約６０ 〇 品質に問題はなかった。
％と低いが、品質に問題はな
かったのか。

公募型プロポーザル方式
シュワブ（Ｒ元）ジュゴン監視
等業務

〇 この業務も過去から１者応 〇 当局としては、入札参加者を
募であるが、参加者を増やす 公募しているが、業務内容の特
努力はされているのか。 殊性もあり、入札に参加してい

ただけない状況である。

〇 手続きは問題ないとして 〇 複数の業者からも見積りを取
も、１者応募が続き、落札 り、妥当性を確認している。
率、落札金額も高い状況であ
る。発注者として金額の妥当
性は検証しているのか。

〇 見積りを提出した業者は、 〇 現状としては、入札に参加し
入札に参加いただけないもの ていただけていない状況であ
か。 る。



〇 参加しない業者から見積り 〇 今回のご意見を承り、今後、
を取っても意味がないのでは 参考とさせていただきたい。
ないか。
別の視点で検証が必要であ

ると思われる。

● 工 事
一般競争入札方式
シュワブ（Ｒ元）埋立追加工事
（１工区）

〇 先程の空自那覇（元）滑走 〇 本工事は、工事内容や工事計
路管路土木追加工事は随意契 画などを踏まえ、一般競争入札
約であったが、本件は一般競 で行った。
争入札なのか。

〇 シュワブ（Ｈ２９）埋立工 〇 同じ業者が落札した。
事（１工区）とは別の業者が
落札したのか。

一般競争入札方式
陸自宮古島（元）訓練施設新設
建築工事

〇 価格評価点及び技術評価点 〇 各評価点について説明。
について説明されたい。

随意契約（企画競争）
空自那覇（元）局舎空調設備整
備工事

〇 この工事を企画競争で実施 〇 本工事は「秘密を要する場合
した理由を説明されたい。 における調達」に指定された建

設工事のため、「建設工事の入
札・契約手続きにあたって一般
競争によらないことができる自
衛隊施設の調達の実施について
（通知）」において、原則とし
て企画競争に付するものとされ
ており、「秘密を要する調達に
係る建設工事等の発注について
（通知）」に基づき、最も適切
な企画競争資料を提出した者と
随意契約を行った。

〇 これは会計法だと、どの条 〇 予決令の第９９条第１号の
項に該当するのか。 「国の行為を秘密にする必要が

あるとき」に該当する。

〇 契約するときに、知り得た 〇 そのとおりである。
情報を漏洩しないなどの誓約
書を交わすのか。

随意契約
牧補（Ｒ元）工場新設機械追加
工事

〇 前工事と後工事の関連性が 〇 承知した。
複雑なため、次回の委員会で
前工事の契約内容と後工事と
の関連性について、整理して
説明されたい。



●業 務
一般競争入札
瑞慶覧（Ｒ元）立体駐車場（４
２２０）新設等建築設計

〇 設計の内容が立体駐車場、 〇 野球場などは規模が小さく業
野球場など複数の対象施設が 務費も安いので、規模の大きな
含まれるが、このようにまと 立体駐車場にまとめないと参加
めて発注することは普通なの 者が集まらないと判断した。
か。

公募型プロポーザル方式
シュワブ（Ｒ元）統括事業監理
業務（その１）

〇 本業務も１者応札であり、 〇 今回の業務は 建築、設備、
落札者は８社による共同体で 土木の内容が含まれており、そ
あるが、この結果だけをみる の業務ができる者であれば参加
と、他の業者や企業体は参加 は可能であると考えている。
できないのではないか。

〇 業者からの提案は１者応募 〇 本件は５名の審査員が厳密に
でも、厳密に審査は行うの 審査している。
か。

〇 その審査は防衛局職員が行 〇 そのとおりである。
うのか。

〇 これだけの内容を審査する 〇 当局の専門業種でかつ経験を
には、相当な知識が必要かと 有する者を選んでおり、提案内
思われるが。 容を理解し、適切に審査できる

ものと考えている。

一般競争入札
シュワブ（Ｒ元）屋外訓練場新
設建築土質調査

〇 落札率が約４４％と低い 〇 業者としてはこの価格で履行
が、このような金額で応札し 可能として応札したものと考え
た理由をどのように考えてい ている。
るのか。

委員会による意
見の具申又は勧 ・なし
告の内容

２．談合疑義案件の処理状況について

談 合 疑 義 件 数 ３件 （審議概要）

工 談 合 情 報 ０件 ・談合疑義案件の処理状況につい
て報告

事 点 検 結 果 疑 義 ３件

業 談 合 情 報 ０件

務 点 検 結 果 疑 義 ０件

意 見 ・ 質 問 回 答
○委員からの



意見・質問
・なし

○それに対する
回答等

委員会による意 ・なし
見の具申又は勧
告の内容

３．入札結果の事後的・分析結果について

令和元年度１/四半期～４/四半期分に関する建設工事及び建設コ
審 議 概 要 ンサルタント業務に係る入札方式別の落札率、応札率、一者応札、

一者応募及び一位不動等の状況について説明を行った。

意 見 ・ 質 問 回 答
○委員からの
意見・質問

・なし
○それに対する
回答等

委員会による意 ・なし
見の具申又は勧
告の内容

４．再苦情処理（再説明請求回答）

再 苦 情 申 立 件 数 総件数 ０件 （備考）
（再説明請求件数）

建 一般競争（政府 調達協定対象外） ０件
設
工 指 名 競 争 ０件
事

随 意 契 約 ０件

建設ｺ ﾝ ｻ ﾙ ﾀ ﾝ ﾄ業務等※ ０件

申立日 件 名 契約方式 内容等

再苦情申立概要
（再説明請求概要）

意 見 ・ 質 問 回 答
○委員からの
意見・質問

○それに対する ・なし
回答等

委員会による意
見の具申又は勧 ・なし
告の内容



Ⅱ 契約実施機関が締結する契約（地方防衛局等が発注する建設工事等を除く。）に関する審議

審議対象機関 沖縄防衛局

審 議 対 象 期 間 令和元年１０月１日 ～ 令和２年３月３１日

審 議 対 象 件 数 １件

１．入札状況について（入札参加資格の設定、落札者決定の経緯等について）

抽 出 件 数 １件 （審議概要）

一 般 競 争 １件 ・審議対象案件における業務の概
要、競争参加資格の設定及び落札

指 名 競 争 ０件 者決定の経緯について説明

随 意 契 約 ０件

意 見 ・ 質 問 回 答

【抽出事案について】

○委員からの 一般競争入札方式
意見・質問 シュワブ（Ｒ元）作業船舶等航

行安全管理業務

○ この業務は今回が初めてな ○ 平成２９年度に引き続き２回
○それに対する のか。 目である。
回答等

〇 落札業者は前回と同じか。 〇 同じである。

〇 毎度１者応募ということ 〇 全国でもこのような業務は珍
は、この業務には何か特殊性 しいと思われるが、資格を有し
があるのか。 ていれば入札に参加できる。

積算も港湾土木の請負工事積
算基準の歩掛から算定可能であ
る。

〇 現場周辺海域を航行する作 〇 命令権限はない。工事に伴う
業船舶等に対する各種情報提 作業船が安全に航行できるよう
供となっているが、空港の管 情報を提供・調整を行うもので
制塔のような命令権限はある ある。
のか。

〇 調査基準価格が他の案件に 〇 役務契約であり、コンサルタ
比べて低くなっているがその ント業務とは計算方法が異なっ
理由は何故か。 ているためである。
また、総合評価方式におけ また、業務内容に応じて評価

る価格評価点と技術評価点の 点の割合を設定している。
割合の設定方法についても説
明されたい。



Ⅱ 契約実施機関が締結する契約（地方防衛局等が発注する建設工事等を除く。）に関する審議

審議対象機関 沖縄防衛局

審 議 対 象 期 間 平成３１年 ４ 月 １ 日 ～ 令和２年 ３ 月３１日

審 議 対 象 件 数 ３６２件

１．入札状況について（入札参加資格の設定、落札者決定の経緯等について）

抽 出 件 数 ４件 （審議概要）

一 般 競 争 ３件 ・調達の概要、競争参加資格の設
定等について説明

指 名 競 争 ０件

随 意 契 約 １件

意 見 ・ 質 問 回 答

【抽出事案について】

一般競争入札方式
○委員からの 「嘉手納飛行場（元）低濃度Ｐ
意見・質問 ＣＢ廃棄物収集運搬・処分業

務」

〇 落札率が、５２．７２％と 〇 予定価格が１，０００万円以
○それに対する 結構低いが、何か情報をつか 下ということで、低入札価格調
回答等 んでいるか。 査の対象ではなかったが、業者

に聞取りしたところ、処分費や
運搬費用をかなり抑えたという
ことを確認している。
契約業者としては、この契約

をどうしても取りたい意向があ
ったと聞いている。

一般競争入札方式
「航空機航跡観測装置更新等業
務」

〇 観測装置は、前回もこの会 〇 平成２１年度から、航跡観測
社が落札者となっていて、今 装置を設置しており、今回も同
回も１者応札となっている理 様に、株式会社リオンが請けて
由は何故か。 いる。

リオンが設置している観測装
置については、２つの特許技術
が用いられており、その他の会
社が同様の技術を持っていない
ことから、１者応札になったも
のと承知している。

〇 他社が特許技術を持ってい 〇 平成２１年に設置した同様の
ないことで、株式会社リオン 機械を用いて、航跡を調査する
による１者応札となったの のであれば、リオンしかその技
か。 術を持っていないと認識してい

る。

〇 そのような場合、随意契約 〇 平成２１年に設置した機械を
にはならないのか。 使った航跡調査を標準としてい

るが、他方、前回設置してから
１０年の歳月が経過しており、
同様の技術を用いた方法ではな



くても、航跡を特定できる技術
を持つ会社であれば、官側とし
てはそれを拒むものではないこ
とから、一般競争入札としたも
のである。

一般競争入札方式
「北部訓練場（元）返還跡地に
おける植生回復調査等業務」

〇 調査基準価格の算出方法に 〇 算出方法について説明。
ついて説明されたい。

随意契約
「西普天間住宅地区返還跡地
（元）文化財発掘調査及び磁気
探査業務監理・検討業務」

〇 磁気探査業務と文化財発掘 〇 まさにそのような形になって
調査業務の２つの調整役のよ いる。具体的な対応について説
うなことを行っているのか。 明すると、①関係機関との協議

の支援・補助、②関係機関等へ
の各種手続き書類の作成、調
整、③工事用車両の通行に係る
安全確保、④各種調査・工程調
整、⑤当該返還地内を巡回し、
自然環境の確認及び貴重動植物
等の保護等の改善作業、⑥各種
調査・工事等の施工業者との助
言提供、⑦次年度の不発弾探査
方法及び探査深度の検討、主に
７つの業務を行っている。

〇 随意契約となった理由を説 〇 簡易公募型のプロポーザル方
明されたい。 式による契約となっている。最

終的には、１者のみの応札とな
っている。そのため、落札率も
高い状況となっている。

〇 文化財発掘調査は、県の担 〇 地元の宜野湾市に委託をして
当部署が実施すると認識して 実施している。円滑に工事が進
いるが、民間でも対応可能な むように、監理業務を発注して
のか。 いる。

〇 調査そのものは、宜野湾市 〇 そのとおりである。
教育委員会が行うのか。


